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「大体、マナーが一番できているのは新入社員なんですよ。
研修で学んだことをそのまま職場でもちゃんとやろうとしま
すしね。新人達から周りの上司や先輩が刺激を受けて、なん
とか会社の雰囲気が変わってくれればいいと思います。」こ
ちらはＡ社との研修打ち合わせでの人事担当者の言葉です。
「わが社は今年度は企業風土を変えるべく力を入れていま
す。まずはフレッシュな新人の皆さんから始めていこうと
思っています。」片やこちらは、Ｂ社の新人フォロー研修で
新入社員を前に話しをされた人事担当者の言葉です。
社員の中でも若い世代は上司からのリクエストをそのま
ま受け入れる素直さがあります。だからこそ、企業内で何
か変化を起こしたい場合に、真っ先に「教育」の対象とし
てあげるその気持ちもよくわかります。
さて、随分と昔のことで恐縮ですが、私が銀行員６年目
のときにこんなことがありました。
当時の後輩Ａさんは私より２つ下。Ａさんは、背が高く
きれいで物腰も丁寧と非常に華のある女性です。ですが事
務処理のスピードはのんびり、ミスを指摘・注意しても
「はぁい」という気のない返事、自分で考えて工夫をしなが
ら仕事を進めるというよりは指示をされれば動くというほ
う、会社も結婚するまでいればいいかな、という思いがみ
えみえ、という状態でした。とはいえ、もっと自分の考え
をしっかり持ってほしい、向上心も持ってほしい、そう強
く思う私がそれをＡさんにそのことをとうとうと語れば語
るで「今の話しに関係のないこと言っていいですか？　福
田さん（私の旧姓）って前髪をあげたほうがきれいだと思
います。」という反応で、がっくり拍子抜けする、そんなこ
とが何回か続いていました。
ところが、そんなＡさんの意識や行動が180度変わったの
です。それは、私と先輩（Ｂさん）が講師として担当した
研修に、Ａさんが参加者として出席したことがきっかけで
した。
３日間の研修が終わったあと、職場に顔をだしたＡさん
の表情は興奮しているかのように高揚していました。「研修
に参加させていただいてありがとうございました！」と私た
ちに深々とお辞儀をする様子には、それまでにないきびき
びした力が宿っていました。驚いたのは翌朝です。いつも
は始業ぎりぎり出社のＡさんが、机を拭くなど朝の掃除を
しているではないですか！　それもてきぱきと。椅子に座っ
ている姿勢もすっと背筋がのび、書類を仕上げる指先にも

神経が行き届いているよう、私たちに報告や連絡をする際
の話しぶりにも彼女の意志の強さや仕事へのやる気が伝
わってきます。２人っきりになったときにＡさんがしみじみ
とこう語りました。
「この前の研修に参加して、福田さんとＢさんがすごく
かっこいいと思いました。他の同期たちからも、こういう
先輩と一緒に仕事ができるなんていいなって、とてもうら
やましがられました。こんなにも恵まれた環境なのに、私、
このままじゃいけないって心底思ったんです。それに私も
福田さんやＢさんのような女性になりたいなって。（少し照
れ笑いしながら）」Ａさん自らがその気になれば、あとはぐ
んぐん成長するだけです。１年後のＡさんは若手社員の憧
れの先輩と育っていきました。
さて、話を戻します。
企業内で何か変化を起こしたいと思う場合。たとえば、
社員（部下や後輩）にやる気をもっと持ってほしい、指示
待ちではなく自分で考えて自ら行動できるようになってほ
しい、効率と生産性をあげる工夫をしてほしい、自分が楽
になることばかりでなく、どうしたらお客さまにもっと喜ん
でもらえるのかを考えてほしい、などなど。これらを実現す
る一番の近道は、組織でも上のポジションにいる人たち
（管理職や経営者層）が他の社員のモデルであることだと私
は思います。
組織の人材育成、人材開発は、若手からではなく上のポ
ジションから行うのが成功法則。というのも、それだけ組
織への影響力が上のポジションにいる人ほど大きいからで
す。その人たちのあり方、仕事の仕方、コミュニケーショ
ンのとり方、問題への対応の仕方、お客様への接し方、そ
れらは全て若い世代に受け継がれ、そのうちにそれが企業
の雰囲気や風土として形づくられていきます。
人のやる気を引き出す源泉とは？
それは、１つひとつのコミュニケーションスキル云々の
前に、その人と向き合っている「あなたが周囲の人たちか
らモデルとなりえる人であること、そして周囲の人たちに
プラスの影響を及ぼせる人であること」から始まるのでは
ないのでしょうか？
さて、あなたの周囲の人は、あなたのような人になりた
いとどれくらい思っているとお考えですか？
相手のやる気を引き出すために、いつもその振り返りか
らがスタートです。もちろん私も同様です。
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